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 生活環境の清潔の保持と日常生活における微生物感染からの回避など衛生意

識の向上と健康に対する高い国民性に起因して，抗菌剤や抗カビ剤が身の回り

で積極的に利用されそれら薬剤の加工製品が広く市場に出回っている。本書は，

抗菌・防カビ加工製品の開発技術や市場動向，設計評価，各国の規制対応につ

いて，主に製品開発の現場や製品評価の分野で活躍している専門家による共同

執筆であり，当該分野に関連性のある会員諸氏に極めて有益な書籍である。 

 本書は，第１章 国内外の市場動向について，第２章 国内外関連法規制へ

の対応，第 3 章 各機能性に関する業界基準と評価手法，第 4 章 抗菌性付与

技術，第 5 章 抗ウイルス性付与技術，第 6 章 用途に応じた防カビ性付与技

術から構成されている。 

 第 1 章は，抗菌剤・防カビ剤とその加工製品の市場状況と開発上のポイント

について解説している。この中で，抗菌剤と防カビ剤の用途とそれらの性能，

安全性と規制，加工製品の保証と将来について述べている。 

 第２章は，国内外関連法規制への対応について取り上げている。まず，第１

節として業界認証基準の概略と効率的な取得について解説している。業界認証

基準として一般社団法人繊維評価技術協議会が主催する機能性繊維製品の認証

があり，そのマークの生立ちと特徴，およびその認証制度について述べている。

次いで，通商産業省（現，経済産業省）が平成１１年にまとめた「抗菌加工製

品ガイドライン」に対応して抗菌製品技術協議会が定めた自主基準での適合認

定について説明し，自己認証制度の特徴と抗菌剤や防カビ剤とそれらの加工製

品の自主基準について解説している。さらに，工業標準化法試験事業者登録制

度における試験所認定制度とその取得に当たっての留意点を紹介している。第 2

節として地域別海外規制への対応方法を取り上げ，欧州対策や米国対策，中国
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対策，韓国対策およびその他の東南アジア各国対策について解説している。 

 第３章の各機能性に関する業界基準と評価手法では，抗菌製品加工ガイドラ

インと各種試験方法，加工剤の安全性試験の概略と考え方を紹介している。ま

た，製品加工後の機能性評価試験方法を取り上げて各種微生物制御効果の評価

方法と抗菌性試験方法，抗ウイルス試験方法，防カビ性試験方法を解説してい

る。 

 第 4 章の抗菌性付与技術では，第 1 節で抗菌剤の種類・特徴・作用メカニズ

ムを取り上げ，抗菌の定義と各種抗菌剤と防カビ剤について基礎的な解説を行

い，さらに典型的な抗菌活性物質として天然高分子キトサンについて述べてい

る。第２節では，用途に応じた抗菌性付与のための加工方法と技術を取り上げ，

新たに開発された高機能性抗菌メッキ技術「ケニファイン」の抗菌印刷加工技

術を紹介している。また，カニ殻の主成分であるキチンをナノファイバーとし

て抗菌材料とした技術の開発とその利用を紹介している。無機抗菌剤である金

属イオン担体ゼオライトの構成と抗菌作用および包装資材への応用と，天然由

来で食品添加物として認可されている植物精油成分の抗菌剤についても併せて

紹介している。 

 第５章の抗ウイルス性付与技術では，抗ウイルス剤の種類・特徴・作用メカ

ニズムを解説し，付与可能な抗ウイルス加工技術を紹介している。具体例とし

て，抗ウイルスフイルム「VIRtech」の開発と実用化への課題について紹介して

いる。また，茶カテキン誘導体を用いた抗ウイルス加工不織物製品の開発と，

分担執筆者が開発したカテプロテクトの加工不織物への加工と活性評価を紹介

している。 

 第 6 章の用途に応じた防カビ性付与技術では，建材表面塗布型防カビ剤の開

発，有機系防カビ剤のプラスチック設計開発とその留意点，抗菌微生物を利用

した防カビ製品の開発について紹介している。 
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